
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 

　江別市の小中一貫教育の取組の柱となるのは、「系統的な指導」「一貫した指導」「相乗的・

補完的な指導」の３つです。この３本柱に関わる取組については、PDCA サイクルに基づい

て改善・充実が図られてきていますが、特に「系統的な指導」については、毎年、教科部

会が中心となって各教科の重点指導事項等の検討や年間指導計画等の改訂が行われており、

各学校の日常の学習の中で系統性や連続性を意識した指導が進められています。 

また、「系統的な指導」の効果をより高めるため、学校教育指導（指導主事訪問）での研

究授業参観や事後の研究協議への参加、学習指導案への単元・領域の系統性の明記等、相

乗的・補完的な指導の取組も推進され、市内の先生方の組織的で協働的な取組による小中

一貫教育の進化・充実が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年１月２３日 

第７０号 

江別市教育委員会 

総務課・学校教育課

「江別市小中一貫教育」☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆☆☆「えべつ型コミュニティ・スクール」

第一・第三中学校区の共通重点
指導事項等　※一覧表から抜粋

第二中学校区の各教科共通課題
と具体目標　※一覧表から抜粋

中学校区の教科指導の重点
の全体像がわかる！（↑↓）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野幌中学校区の発達段階に応じた「系統的
な指導」の実践記録　※一覧表から抜粋 
中学校区内の実践を ICTで共有・蓄積！

大麻中学校区
の重点項目 
記載シート

中学校区の教科指導の全体像がわかる！

大麻西小４年生（↑）と東野幌小６年生（↓）の
算数科学習指導案から系統性に関する記述を抜粋

小中９年間を見通して系統
性と連続性を意識した指導
を行うことができる！！！


